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地
域
の
歴
史
を
訪

郷
土
史
家
　
後
藤
喜
平

大
池

士 庄
れ
脚
鯛
＝
＝
雌
家
と

大

池

庄

と
義

経

の
関

係

？

岩
松
経
家
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「義
経
」
と
平
家
追
討
の
戦
鴨
越
え
の
逆

落
し
で
、
愛
馬
を
背
負

っ
て
降
り
た
と
言

う
畠
山
重
忠
の
奥
方
の
再
婚
の
畠
山
義
純

の
庶
子
岩
松
太
郎
時
兼
に
始
ま
る
、
新
田

系
源
氏
の
武
将
の
新
田
義
貞
と
鎌
倉
幕
府

討
幕
に
参
加
し
、
そ
の
恩
賞
と
し
て
後
醍

醐
天
皇
か
ら
北
條
氏
の
領
地
を
取
り
上
げ

た
内
か
ら
経
家
に
与
え
ら
れ
た
十
ヶ
所
の

一
つ
が
大
池
の
庄
で
す
。
庄
の
範
囲
は
尾

高
の
庄

（下
俣

・
長
谷

上
尚
御
所

。
大
池

。

飛
鳥

。
五
明
）
の
各
村
と
思
わ
れ
ま
す
。

建

武

中

興

～

江

戸

初

期

の
大

池

村

元
弘
三
年
七
月
十
九
日

（
一
三
二
三
）

建
武
中
興
の
恩
賞
と
し
て
受
領
し
た
大
池

の
庄
の
代
官
宰
領
と
し
て
、
大
池
村

（新

村
古
屋
敷
）
に
居
館
を
構
え
駐
留
し
た
の

が
志
村
六
郎
左
衛
門
で
す
。
元
新
村
の
地

を
俸
禄
と
し
て
受
け
、
子
孫
は
室
町
時
代

を
通
じ
居
住
帰
農
大
池
村
四
分
の

一
を
持

つ
農
家
と
な
り
寛
永
十
二
年
の
夏
ま
で
続

い
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
時
の
掛
川

城
キ
青
山
大
蔵
少
輔
幸
成
が
尼
ヶ
崎

へ
転

封
と
な
り
、
そ
の
時
人
用
の
馬
草
を
家
来

の
奴
さ
ん
達
が
志
村
四
郎
兵
衛

（当
時
）

の
土
地
で
我
が
物
顔
で
刈

っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
丁
度
野
良
の
見
廻
り
の
四
郎
兵
衛
が

足
に
遭
い
咎
め
て
も

一
向
に
止
め
な
い
の

で
、
厳
し
く
咎
め
る
と

一
旦
引
上
げ
た
が

上
間
に
達
し
、
四
郎
兵
衛
不
届
き
な
り
と

捕
吏
を
差
し
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
四
郎
兵

衛
は
、
領
主
と
領
民
こ
の
様
な
事
が
あ
る

の
は
予
知
し
て
い
た
の
で
、
急
ぎ
帰
宅
し

家
族
を
引
連
れ
知
人
を
頼
り
伊
勢
の
国

ヘ

逃
亡
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
　

四
郎
兵

衛
の
持
地
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
、
青
山

幸
成
の
後
の
領
主
松
平
氏
と
本
多
能
登
守

の
転
封

（寛
永
十
六
年
二
月
）
が
ぁ
り
、

地
主
の
居
な
く
な

っ
た
四
郎
兵
衛
の
持
地

二
六
〇
石
に
他
の
上
地
と
新
し
く
開
墾
し

た
土
地
を
加
え
て
三
百
十
三
石
九
斗
九
升

七
合
の
高
割
で
大
池
村
の
中

へ
新
し
い
村

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
村
の
土
地

は
大
池
村
内
に
混
在
し
て
い
る
の
で
あ
り

要
す
る
に
分
村
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
寛

永
十
六
年
の
事
と
い
わ
れ
ま
す
。

秋
葉
通
り
区

在
住
の
郷
土

史
研
究
家
後
藤
喜

平
さ
ん
（八
十
四

歳
）
を
訪
ね
て
、
六
月
中
旬
ご
自
宅
を
訪

問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
歴
史
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
書
籍
類
が
本
棚
に
ズ
ラ
リ
と

並
び
、
今
ま
で
に
調
査
研
究
さ
れ
た
山
ほ

ど
の
資
料
を
拝
見
し
、
詳
細
な
郷
土
の
歴

史
話
を
聴
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
後
藤
さ

ん
は
昭
和
六
十
二
年
頃
、
掛
川
市
地
方
史

研
究
会
に
入
会
さ
れ
、
よ
り
正
確
さ
ら
に

詳
し
く
郷
土
史
を
探
求
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
情
熱
と
学
究
姿
勢
に
は
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
熱
き
も
の
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
お
人
柄
と
い
い
、
郷
土
を
大
切
に
し

て
取
組
ん
で
い
る
様
子
に
感
動
す
る
ば
か

り
で
し
た
。
今
後
も
益
々
ご
健
康
で

一
層

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

歴
史
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

元
弘
三
年

（
一
三
〓
．三
）
後
醍
醐
天
皇
は

鎌
倉
幕
府
を
倒
し
、
天
皇
親
政
に
復
さ
れ
ま

し
た
。
翌
年
、
元
号
は

「建
武
」
と
改
め
ら

れ
、
次
々
と
革
新
的
な
政
治
が
行
わ
れ
ま
す
。

『
蛍
が
飛
ん
だ
！
』

上
屋
敷
さ
ん
リ
ー
な

の

公
園
に
六
月
中
旬
ま

で
蛍

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
取
材

が
間
に
合
わ
ず
残
念

で
し

た
が
、
来
年
は
是
非
皆
さ

ん
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
―

編
集
後
記

前
部
長
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、

本
年
度

一
号
目
と
な
り
ま
し
た
。
本

年
度
は
専
門
部
ｏ各
町
内
の
話
題
を

届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【広
報
部
員
】

菅
原
茂
夫
（七
日
町
Ｙ
久
嶋
諭
公
一瀬

川
Ｙ
伊
東
紀
雄
（秋
葉
通
Ｙ
榛
葉
晴

幸
（上
屋
敷
Ｙ

山
中
淳
（秋
葉
路
Ｙ

後
藤
佳
史
（鳥
居
Ｙ

服
部
孝
（橘
Ｙ

服
部
彰
師
（末
広
Ｙ

河
島
茂
男
（長

谷
）




